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玉
信
栄
。
彼
の
経
歴
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
氏
名
が
仮
名

草
子
作
者
の
一
人
と
し
て
今
に
残
る
の
は
一
千
時
万
治
ユ
年
配
正
月
中
旬
児
玉
氏

信
栄
書
之
」
と
執
筆
年
月
『
：
作
者
名
を
記
す
『
何
物
語
』
と
題
し
た
上
句
中
の
下
各
一

巻
三
冊
の
書
物
を
「
寛
文
七
年
霜
月
吉
日
書
林
田
中
文
内
」
か
ら
公
に
し
た
こ

と
に
よ
る
。
・
・
，

こ
の
書
物
の
内
容
は
、
上
巻
が
「
志
学
之
大
目
鐸
誰
蜂
燐
馳
挺
鍛
哩
」
と
「
儒
宗

之
次
第
鯉
験
溌
蕊
錨
躍
蟻
雛
鎚
雛
嫉
溌
道
」
の
二
章
か
ら
成
り
、
前
章
が
「
四
書
と

ハ
・
…
」
へ
「
五
経
と
ハ
・
…
」
、
「
天
地
…
」
か
ら
「
安
楽
…
．
」
ま
雪
一
十
一
項
目
を
設

け
て
の
儒
教
語
彙
の
解
説
、
後
章
が
「
伏
犠
」
か
ら
「
朱
喜
」
ま
で
十
八
人
の
聖
賢
の

簡
略
な
事
績
と
生
没
年
月
日
を
誌
し
、
中
巻
が
「
言
悔
」
の
副
題
を
も
ち
、
「
農
夫
」

と
「
我
」
と
の
儒
数
に
関
す
る
啓
蒙
的
問
答
で
あ
る
。
副
題
を
添
え
た
の
は
「
い
ひ
て

く
や
し
と
よ
む
、
鵬
侭
Ｘ
と
ヘ
バ
と
て
し
ら
ぬ
理
を
語
る
ま
じ
き
事
な
れ
ど
も
其
愼
な
く

妄
に
答
し
悔
を
記
す
故
な
り
」
で
あ
る
と
副
題
の
下
に
注
記
す
る
。
，
ま
た
、
下
巻
は
「
見

聞
記
」
と
題
し
て
「
是
ハ
仮
名
書
な
ど
に
て
見
し
事
ま
た
人
の
語
れ
る
を
聞
し
事
を
記

し
た
る
也
」
ど
注
記
し
て
い
る
通
り
に
油
‐
「
数
量
」
、
「
升
分
量
」
、
「
四
時
異
名
」
、

あ
る
い
は
「
摂
政
関
白
の
事
」
、
‐
「
和
歌
」
“
、
「
保
元
乱
］
、
「
平
治
乱
」
●
．
と
続
き
、

「
高
麗
陣
」
ま
で
八
十
四
項
目
に
及
ぶ
多
種
多
様
な
記
事
の
集
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

記
事
に
関
し
て
は
、
「
右
此
一
●
篇
は
見
し
事
間
し
事
の
眞
妄
を
ゑ
ら
ハ
ず
し
て
直
に
書
付

け
る
故
我
な
が
ら
猶
不
審
の
事
の
ミ
多
し
」
“
と
末
尾
に
付
記
す
る
ｐ
《

γ
と
こ
ろ
で
、
こ
の
書
物
を
上
・
中
の
二
巻
だ
け
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
し
た
ら
、
そ

の
内
容
か
崎
推
し
て
、
こ
れ
は
へ
：
例
え
ば
、
・
林
羅
山
の
‐
『
春
鑑
抄
』
・
『
三
徳
抄
』
、
松

永
尺
五
の
「
騨
倫
抄
」
と
い
っ
た
啓
蒙
的
儒
教
仮
名
抄
に
属
す
る
作
品
と
し
て
分
類
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
に
違
い
な
い
。
が
、
実
際
は
雑
纂
的
な
下
巻
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
上
・
中
一
一
巻
の
も
つ
儒
教
仮
名
抄
と
い
う
分
類
概
念
は
明
蜥
性
を
失
う

結
果
に
な
っ
て
い
る
。
ど
れ
は
最
初
か
ら
作
者
の
意
図
し
だ
こ
と
だ
っ
だ
の
か
ど
う
か
、

I

I

『
可
川
望
．

物
語
』
の
性
格

１

つ
ま
り
、
こ
の
書
物
を
書
く
に
際
し
て
、
当
初
か
ら
こ
の
書
物
の
属
す
分
類
項
を
意
識

し
て
い
た
の
か
、
無
意
識
で
あ
っ
て
結
果
的
に
こ
う
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
抱

か
せ
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
疑
問
を
解
く
前
に
、
三
巻
の
も
つ
記
述
内
容
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
が
右
の
疑
問
を
解
く
手
掛
り
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず

だ
か
ら
で
あ
る
。
‐

お
し
へ
仏
咽
ふ
と
あ
り
（
傍
点
、
傍
線
、
筆
者
。
以
後
同
じ
。
）

こ
の
短
い
文
章
中
に
く
…
・
と
あ
り
〉
の
結
び
が
二
度
使
わ
れ
て
い
る
。
他
に
も
〈
と
云

り
〉
・
〈
と
見
え
た
り
〉
〈
と
な
り
〉
の
形
も
使
わ
れ
、
こ
れ
ら
が
頻
り
に
現
れ
る
の
で

あ
る
。
以
上
の
結
び
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
他
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
提
示

し
て
い
る
。
右
の
〈
…
・
と
あ
り
〉
が
指
示
す
る
引
用
の
典
拠
を
探
る
な
ら
ば
、
初
め
の

へ傍
点
、

海
麓
哩
鷆
灘
輔
蠅
蝿
菫
讓
淵
糊
撫
淵
擬
鯉
純
雛

‐
。
Ｔ
一
〕
〃
、
。
・
ト
今
口
、
ご
●
●

じ
て
動
ハ
性
の
欲
な
り
と
あ
り
」
（
上
巻
、
項
目
側
）
の
場
合
、
直
接
に
「
書
」
ｌ
『
礼

記
営
楽
記
の
「
人
生
而
静
天
之
性
也
。
感
荊
物
而
動
性
之
欲
也
。
」
が
典
拠
で
あ
る
の

と
同
じ
に
、
原
典
か
ら
の
直
接
の
引
用
を
指
示
し
て
い
る
と
判
断
し
て
よ
さ
そ
う
に
思

え
る
。
だ
が
、
ど
の
言
述
に
は
『
論
語
』
か
ら
の
直
接
引
用
の
口
調
と
と
も
に
、
『
論

語
』
の
注
釈
書
な
ど
と
い
？
つ
た
書
か
ら
の
引
用
と
い
う
口
調
を
も
聴
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
・
・
そ
し
で
、
後
者
の
口
調
は
次
の
中
江
藤
樹
の
『
翁
問
答
』
中
の
四
教

ま
ず
、
上
・
中
の
二

に
、
次
の
よ
う
な
文
章

ぷ
ん
か
う
ち
う

四
教
と
ハ
文
行
忠

時
”
い

聖
人
作
し
給
ふ
経
の

‐
一
一
マ
ー
ー
』
０
戸
』

こ
り
出
て
其
実
の
道

。
一
）
Ｑ
』
〃
』
“

其
言
の
実
な
る
を
い

･ふ21を文信kの巻

言‘‘是蓉祭(二）
行
は
性
に
率
ふ
道
の
行
ひ
ナ

、
例
え
ば
、
上
巻
の
各
項
目
の
文
章
を
読
み
進
む
う
ち

が
頻
り
に
現
れ
る
の
に
気
づ
く
。

孔
子
の
人
脈
激
へ
給
ふ
四
の
道
な
り
と
あ
恥
文
ハ
古
の

三

浦

忠
ハ
己
が
心
中
よ
り
お
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し
た
が

両
者
の
「
行
」
に
つ
い
て
の
解
説
が
傍
線
箇
所
に
み
る
よ
う
に
「
率
ふ
」
と
「
し
た
が

ふ
」
の
漢
字
と
仮
名
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
一
致
し
、
「
文
」
を
「
鏡
」
と
す
る
解
釈

も
藤
樹
が
「
文
」
を
忠
信
行
の
「
鑑
」
と
論
定
す
る
も
の
と
一
致
し
、
「
明
徳
」
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
到
達
目
的
に
説
く
の
も
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
の
〈
…
・
と

あ
り
〉
は
右
の
『
翁
問
答
』
の
文
章
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、

初
め
の
〈
…
・
と
あ
り
〉
も
『
論
語
』
を
意
識
に
措
く
と
と
も
に
『
翁
問
答
』
の
「
孔
門

の
お
し
へ
、
文
と
行
と
忠
と
信
と
の
四
也
」
を
も
確
実
に
意
識
に
措
い
て
い
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
は
、
〈
・
…
と
あ
り
〉
の
結
び
が
指
示
す
る
引
用
に
は
原
典
か

ら
だ
け
に
限
ら
ず
、
前
記
の
仮
名
抄
か
ら
も
、
就
中
、
『
翁
問
答
』
か
ら
の
引
用
が
存

外
多
い
の
で
は
な
い
か
、
つ
ま
り
、
『
何
物
語
』
と
『
翁
問
答
』
と
の
間
の
密
接
な
関

連
を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
関
連
の
密
接
さ
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
何
物
語
』
の
性
格
、
作
者
児
玉
信
栄
の
思
想
を
窺
い
知
る
手

掛
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
こ
で
、
こ
の
密
接
さ
に
的
を
絞
っ
て
『
何
物
語
』
を
読
む
と
、
「
神
理
」
「
不
測
」

「
天
徳
」
「
聖
神
」
「
悪
聖
」
な
ど
の
文
字
の
使
用
に
出
会
う
。
こ
れ
ら
の
文
字
は
藤

樹
が
『
翁
問
答
』
で
語
っ
た
彼
の
思
想
の
端
的
な
表
現
記
号
で
あ
り
、
特
に
「
神
」
の

文
字
は
「
藤
樹
好
み
」
と
評
蝕
沌
、
『
翁
問
答
』
執
筆
期
の
藤
樹
思
想
の
形
成
に
深
く

か
か
わ
っ
て
い
る
。
「
儒
道
は
す
な
は
ち
皇
上
帝
・
天
神
地
示
の
神
道
な
れ
ば
：
：
其
神

道
を
欽
崇
し
て
受
用
す
る
を
孝
行
と
名
づ
け
、
又
至
徳
要
道
と
名
づ
け
、
ま
た
儒
道
と

名
づ
く
」
（
下
巻
之
末
剛
）
に
「
日
本
の
神
道
の
意
味
」
で
は
な
く
「
儒
道
を
太
虚
皇

上
帝
の
神
道
と
し
て
説
き
、
こ
の
神
道
の
受
用
を
孝
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
に
、
藤
樹
の
体
系

の
梯
繊
」
が
明
瞭
に
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
和
辻
哲
郎
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
通
り
で
あ
る
。
『
何
物
語
』
上
巻
の
後
章
の
注
記
「
儒
と
ハ
天
神
地
祇
乃
神
道
を

聖
人
述
作
し
後
世
に
伝
へ
給
ふ
道
の
名
な
り
」
と
い
う
儒
教
理
解
は
『
翁
問
答
』
受
容

を
明
確
に
物
語
る
証
拠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
『
翁
問
答
』
受
容
の
様
相
を
「
天
徳
」
、

「
悪
聖
」
の
文
字
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
「
天
徳
」
は
『
翁
問
答
』
に
お
い

一
注
恕
信
は
根
本
な
り
。
行
は
幹
梢
な
り
。

に
つ
い
て
の
文
章
と
対
比
し
て
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
増
幅
さ
れ
る
。

ｌ

孔
門
の
お
し
へ
、
文
と
行
と
忠
と
信
と
の
四
也
・
文
は
六
経
の
文
也
。
行
は
性
に

め
、

し
た
が
ふ
道
の
お
こ
な
ひ
な
り
。
忠
信
は
自
満
の
心
根
を
た
ち
す
て
て
誠
の
道
を
求

明
徳
を
あ
き
ら
か
に
す
る
工
夫
な
り
。文
は
忠
信
と
行
と
の
鑑
ナ

此
四
に
本
・
末
・
衡
鑑
の
差
別
あ
り
。

（
下
巻
之
本

て
は
五
常
の
議
論
に
集
中
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

五
常
は
天
神
地
示
の
大
徳
、
人
生
の
天
性
に
て
…
・
妙
覚
の
仏
性
よ
り
も
一
位
ま
し

た
る
無
上
無
外
の
天
徳
な
り
。
。
…
そ
れ
仁
は
天
神
地
示
の
人
物
を
発
育
し
た
ま
ふ
神

道
に
し
て
、
人
間
慈
愛
の
神
理
な
り
。
…
義
は
天
徳
の
利
に
し
て
、
人
間
果
断
の
神

理
、
…
・
礼
は
天
徳
の
亨
に
し
て
、
人
間
恭
敬
樽
節
の
神
理
、
…
信
は
天
徳
の
至
誠
、

人
間
真
実
無
妄
の
神
理
、
五
常
百
行
の
根
本
に
し
て
、
．
…
智
は
天
徳
の
貞
に
し
て
、

人
間
是
非
の
霊
明
、
衆
理
を
妙
に
し
て
万
理
を
宰
す
る
神
理
な
れ
ば
：
：
、
（
下
巻
之

末
㈱
）

『
何
物
語
』
は
こ
の
見
解
を
受
容
し
て
、

仁
は
天
徳
の
元
に
し
て
万
物
発
育
の
神
道
人
心
の
大
徳
愛
の
理
な
り
…
・
義
ハ
天
徳

の
利
に
し
て
人
心
の
制
断
な
り
．
…
礼
ハ
天
徳
の
亨
に
し
て
人
心
恭
敬
の
神
理
な
り
：
：

智
ハ
天
徳
の
貞
に
し
て
人
心
是
非
の
明
理
な
り
．
…
信
は
天
徳
の
至
誠
に
し
て
人
心
真

実
無
妄
の
理
万
行
の
根
本
な
り
…
．
、
（
上
巻
、
項
目
側
）

と
述
べ
て
い
る
。
「
亜
聖
」
は
『
翁
問
答
』
下
巻
之
末
㈹
と
側
に
、

道
学
し
て
見
性
成
道
す
る
位
に
上
中
下
の
三
段
あ
り
。
中
行
は
聖
人
の
下
や
亜
聖

の
大
賢
な
り
。
㈹

儒
教
に
は
…
．
一
段
向
上
精
一
の
神
化
あ
り
。
此
神
化
の
後
を
聖
人
と
名
く
。
…
・
此

神
化
の
結
胎
純
熟
半
な
る
を
亜
聖
の
大
賢
と
名
く
。
中
行
位
な
り
。
側

と
藤
樹
は
聖
賢
の
序
列
区
分
を
規
定
し
、
ま
た
、
下
巻
之
本
㈹
で
は
、

文
武
合
一
の
明
徳
十
分
に
あ
き
ら
か
に
し
て
才
徳
千
万
人
に
す
ぐ
れ
、
神
明
不
測

の
妙
用
あ
る
を
聖
人
と
い
ふ
。
三
皇
、
五
帝
、
禺
、
湯
、
文
、
武
、
周
公
、
孔
子
こ

れ
な
り
。
聖
人
に
一
等
お
と
り
た
る
を
賢
人
と
云
・
伊
尹
、
傅
説
、
太
公
、
召
公
、

顔
子
、
曽
子
、
子
思
、
孟
子
、
孔
明
、
王
陽
明
な
ど
是
な
り
。

と
具
体
的
に
説
く
。
『
何
物
語
』
は
以
上
の
規
定
を
受
容
し
て
、
「
聖
人
」
（
上
巻
、

項
目
⑤
）
、
「
亜
聖
」
（
同
⑥
）
、
「
賢
人
」
（
同
側
）
と
項
目
化
し
、
記
載
順
序
が

聖
賢
の
序
列
を
表
す
よ
う
に
配
慮
し
た
の
が
わ
か
る
。
「
聖
人
」
を
最
上
位
に
、

す
こ
し
た
が
い

亜
聖
是
は
天
徳
に
微
の
差
あ
る
故
亜
の
字
を
加
へ
て
聖
と
云
。

賢
人
是
ハ
亜
聖
の
徳
よ
り
猶
劣
り
た
る
名
な
り
但
大
賢
と
云
ハ
亜
聖
に
同
じ
。

と
解
説
し
て
、
こ
の
序
列
は
「
天
徳
の
勝
劣
」
（
上
巻
、
項
目
、
）
に
よ
っ
て
定
ま
る

と
説
く
。
受
容
概
念
「
天
徳
」
を
適
用
し
て
の
解
釈
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
序
列
に

該
当
す
る
聖
賢
に
挙
げ
る
名
も
『
翁
問
答
』
の
そ
れ
と
、
若
干
の
出
入
り
を
除
け
ば
、

同
じ
で
あ
る
。
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｢何物信吾」の性格

以
上
の
よ
う
な
受
容
の
様
相
は
『
翁
問
答
』
か
ら
の
部
分
的
な
字
句
、
断
章
の
引
用

と
い
う
段
階
を
遙
か
に
踏
み
越
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
『
何
物
語
』
の
作
者
は
「
志
学

之
大
目
」
の
最
後
に
「
安
楽
」
の
項
目
を
掲
げ
て
い
る
が
、
彼
の
言
う
「
安
楽
」
と
は

富
貴
安
逸
に
住
す
る
こ
と
を
否
定
し
、
「
唯
聖
人
の
教
に
従
ひ
天
道
に
か
な
ふ
」
を
言

い
、
「
劇
べ
き
位
、
食
べ
き
所
、
く
ふ
べ
き
時
に
か
な
ふ
て
く
ふ
趣
嗽
脚
し
」
と
す
る

が
「
万
事
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
心
学
し
て
の
楽
」
で
あ
る
と
説
く
。
そ
し
て
、
彼
の

言
う
「
位
・
所
・
時
」
と
は
『
翁
問
答
』
に
お
い
て
「
時
と
処
と
位
と
に
よ
く
か
な
ひ

て
相
応
し
た
る
義
理
を
中
庸
と
な
づ
け
た
り
」
と
藤
樹
が
提
示
し
た
「
時
・
処
・
位
」

概
念
の
適
用
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
概
念
こ
そ
は
藤
樹
思
想
の
創
意
に
満
ち
た
特
徴
で

あ
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
「
安
楽
」
は
藤
樹
の
『
翁
問
答
』

改
正
篇
最
後
の
巻
上
丁
亥
冬
で
の
最
終
の
問
答
の
主
題
で
あ
る
。
『
何
物
語
』
の
作
者

は
「
安
楽
」
を
説
く
、
そ
の
冒
頭
に
、
「
是
ハ
人
皆
聖
人
の
道
を
学
ぶ
と
き
は
貴
賤
と

も
に
必
こ
の
安
楽
の
徳
を
得
る
故
志
学
の
終
に
記
す
」
と
書
く
が
、
「
聖
人
の
道
を
学

ぶ
」
目
的
を
「
安
楽
の
徳
を
得
る
」
に
あ
る
と
規
定
し
た
の
は
藤
樹
で
あ
っ
て
、
こ
の

問
答
の
中
で
「
人
間
世
、
第
一
に
ね
が
ひ
も
と
む
べ
き
も
の
」
は
「
心
の
安
楽
に
極
れ

り
」
と
述
べ
、
そ
の
道
を
「
学
問
な
り
」
と
言
明
し
、
「
学
問
を
よ
く
つ
と
め
工
夫
受

用
す
れ
ば
本
の
心
の
安
楽
に
か
へ
る
」
と
論
定
し
て
い
る
。
『
何
物
語
』
の
「
安
楽
」

は
藤
樹
の
こ
の
安
楽
論
の
受
容
な
の
で
あ
る
。
『
何
物
語
』
の
作
者
が
「
故
に
志
学
の

終
に
記
す
」
と
書
い
た
の
は
右
に
述
た
よ
う
に
こ
の
安
楽
論
が
『
翁
問
答
』
の
最
後
に

置
か
れ
て
い
る
の
を
明
確
に
意
識
に
措
き
、
こ
れ
が
『
翁
問
答
』
で
藤
樹
の
提
示
し
た

（
注
４
）

思
想
の
締
め
括
り
と
解
釈
し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

如
上
の
事
実
は
『
翁
問
答
』
を
通
じ
て
の
藤
樹
思
想
に
寄
せ
る
『
何
物
語
』
の
作
者

の
共
鳴
を
感
得
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
共
鳴
は
次
の
よ
う
な
言
語
使

用
に
も
認
め
ら
れ
よ
う
。
彼
は
「
明
徳
」
（
上
巻
、
項
目
剛
）
を
解
説
し
て
、

是
ハ
天
理
を
明
に
我
心
に
受
得
た
る
所
也
。
故
に
常
に
明
か
に
し
て
万
事
に
應
ず

る
も
の
也
。
但
人
欲
に
蔽
は
る
れ
（
明
徳
く
ら
き
時
有
。
然
共
其
本
躰
の
明
あ
き
ら

か
な
る
故
に
学
問
工
夫
を
な
し
て
其
昏
す
所
の
人
欲
を
戴
蓋
と
き
ハ
則
本
躰
の
明
に

く
や
學

徹
る
。
是
大
学
の
二
調
領
の
第
一
な
り
。
民
を
新
に
す
る
も
至
善
に
止
も
先
明
徳
の

明
な
る
よ
り
初
ま
る
と
見
え
た
り
。

と
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
解
説
は
『
大
学
』
経
第
一
節
の
「
親
民
」
の
「
親
」
を
「
新
」

と
す
る
程
伊
川
の
説
に
依
拠
し
て
「
新
民
」
と
読
む
朱
子
の
注
に
従
っ
て
読
ん
で
お

晒
叩
ノ
、

明
徳
者
人
之
所
得
平
天
而
虚
霊
不
味
、
以
具
衆
理
而
隠
万
事
也
。
但
為
気
稟
所

拘
、
人
欲
所
蔽
、
則
有
時
而
昏
。
然
其
本
体
之
明
則
消
朱
曹
息
意
（
『
大
学
章

ｖ

句
』
）
｜
γ

か
ら
さ
る

の
朱
子
の
注
釈
に
ほ
ぼ
忠
実
に
従
っ
て
い
る
。
が
、
朱
注
に
は
「
克
去
」
の
文
字
は
見

当
た
ら
ず
、
ま
た
、
藤
原
慢
窩
の
『
大
学
要
略
』
、
林
羅
山
の
『
大
学
』
概
論
書
と
も

言
う
べ
き
仮
名
抄
『
三
徳
抄
』
に
も
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
『
翁
問
答
』

に
は
、
た
だ
一
回
だ
が
、
こ
の
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
文

字
の
使
用
は
藤
樹
独
特
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
悠
謝
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
意
志
的
実
践
性
を
強
く
主
張
し
て
い
る
点
で
、
朱
注
と
の
差
異
が
認
め
ら
れ
、
そ

れ
は
ま
た
、
『
何
物
語
』
の
作
者
の
、
「
明
徳
」
の
解
釈
は
朱
注
に
従
い
な
が
ら
、
朱

注
と
の
相
違
の
主
張
で
あ
り
、
藤
樹
思
想
の
軌
道
に
沿
っ
て
の
解
釈
で
あ
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

だ
が
、
「
意
」
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
に
い
さ
さ
か
目
を
惹
く
解
釈
の
箇
所

が
認
め
ら
れ
る
。
藤
樹
は
『
大
学
考
』
に
お
い
て
「
意
者
万
欲
百
悪
ノ
淵
源
ナ
リ
。
故

二
意
ア
ル
ト
キ
ハ
、
明
徳
昏
昧
、
五
味
顛
倒
錯
乱
出
」
と
悪
と
規
定
し
て
い
る
。
し
か

。
ン

し
、
『
何
物
語
』
の
作
者
は
「
是
ハ
心
の
発
し
て
思
慮
念
慮
を
な
す
を
云
意
に
ハ
善
悪

の
不
同
あ
り
大
学
に
欲
正
其
沁
渚
洗
誠
鷲
‐
意
と
あ
る
ハ
其
心
の
発
す
る
所
を
実
に
す
れ

ば
必
其
心
正
し
と
な
り
。
意
の
邪
な
る
を
私
意
と
云
な
り
」
と
記
し
、
朱
注
の
「
意
者

心
之
斯
聡
也
。
実
其
心
之
所
曉
。
欲
撫
其
必
自
懐
而
自
欺
池
。
」
に
従
い
、
藤
樹
や
松

永
尺
五
の
「
意
…
．
思
ヒ
ハ
カ
ル
心
ゾ
。
：
：
心
ヨ
リ
マ
ッ
ス
グ
ニ
出
ル
ヲ
フ
リ
チ
ガ
ヘ
テ
、

ワ
タ
ク
シ
ニ
タ
ク
ム
心
モ
チ
ア
ル
ヲ
云
ナ
リ
。
タ
ト
ヘ
バ
心
ニ
ョ
キ
ト
オ
モ
ヘ
ド
モ
、

欲
ニ
ヒ
カ
サ
レ
テ
ア
シ
、
ト
イ
ヒ
、
悪
キ
コ
ト
モ
ワ
タ
ク
シ
ニ
ヒ
カ
レ
テ
ョ
キ
ト
一
念

ヨ
コ
シ
マ
一
三
ク
ヲ
意
ト
申
ナ
リ
。
」
（
『
葬
倫
抄
』
）
の
解
釈
は
採
ら
な
い
。
こ
の

点
に
作
者
が
儒
教
思
想
を
学
習
す
る
に
際
し
て
、
先
学
の
思
想
の
受
容
を
取
捨
選
択
し

た
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
の
は
注
目
し
て
よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ｊ
一
一
一く

し
か
し
何
と
言
っ
て
も
、
『
何
物
語
』
の
『
翁
問
答
』
受
容
の
実
態
を
明
瞭
に
提
示

し
て
い
る
の
は
中
巻
の
儒
仏
道
に
つ
い
て
の
問
答
で
あ
る
。
特
に
、
「
農
夫
」
の
最
後

の
問
い
「
儒
仏
の
義
に
付
、
常
々
我
等
行
ひ
申
べ
き
事
を
一
紙
に
書
付
て
下
さ
れ
候
へ

か
し
」
に
対
し
て
、
「
我
」
の
書
き
与
え
た
「
二
十
箇
條
」
の
対
構
成
の
條
目
、
そ
の

第
一
と
第
二
に
そ
れ
は
象
徴
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

仏
法
と
云
名
を
す
て
、

’
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三浦邦夫

神
道
と
云
名
を
覚
え
よ
…
：
…
１

梵
天
帝
釈
と
云
名
を
い
ば
ず
し
て
』
《

天
皇
上
帝
と
云
名
を
い
へ
．
…
．
…
②
・
：

第
’
一
の
対
の
「
神
道
」
は
藤
樹
の
規
定
し
た
「
儒
道
」
の
意
味
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
第
一
一
の
対
の
「
天
皇
上
帝
」
は
「
太
虚
皇
上
帝
」
の
語
で
『
翁
問
答
』
・
に
使

わ
れ
、
宇
宙
の
根
源
的
生
命
力
の
天
を
意
味
し
て
、
人
格
神
化
し
て
天
を
捉
え
た
藤
樹

思
想
を
象
徴
苑
￥
一
鶏

そ
し
て
、
／
ｉ
『
何
物
語
』
・
の
作
者
が
「
神
道
」
「
天
皇
上
帝
〕
を
儒
教
の
象
徴
語
と
し

て
就
中
、
排
仏
の
象
徴
的
意
味
を
担
わ
せ
て
使
っ
て
い
る
こ
と
は
右
の
二
つ
の
対
の

條
目
か
ら
瞭
然
と
し
て
い
る
。
「
太
虚
皇
上
帝
」
が
『
翁
問
答
』
‘
の
問
答
の
中
で
現
れ

て
く
る
の
は
釈
迦
Ｉ
狂
者
の
規
定
に
関
連
し
て
展
開
さ
れ
る
儒
仏
論
の
箇
所
に
お
い
て

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
”
「
天
皇
上
帝
」
の
語
は
『
翁
問
答
』
の
儒
仏
論
が
『
何
物
語
』

の
排
仏
論
に
受
容
さ
れ
た
事
実
の
疑
い
の
な
い
指
標
た
り
得
る
の
で
あ
る
。

．
そ
こ
で
、
そ
の
受
容
の
実
態
を
言
え
ば
、
『
何
物
語
』
の
作
者
が
主
張
す
る
排
仏
の

論
拠
の
一
つ
は
？
仏
教
が
「
無
実
の
作
事
」
の
上
に
成
立
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
例
え

ば
、
「
た
う
と
き
神
道
は
お
と
ろ
へ
い
や
し
き
仏
法
の
繁
昌
す
る
こ
と
不
審
に
存
候
」

と
問
う
”
「
農
夫
」
に
答
え
て
、

尤
仏
法
も
深
ぐ
経
文
の
理
に
至
て
一
心
の
工
夫
な
ど
す
る
事
ハ
さ
の
み
儒
道
に
劣

・
●
●
●
●
●

る
事
ハ
な
き
や
う
に
聞
え
候
、
し
か
れ
ど
も
無
実
の
作
事
多
く
殊
に
其
作
法
天
理
に

・
そ
む
い
て
人
外
の
修
行
を
す
る
に
よ
っ
て
聖
人
の
道
よ
り
ハ
い
や
し
み
申
事
な
り
彼

法
日
本
に
来
し
比
是
を
国
土
に
ひ
ろ
め
ん
た
め
の
方
便
に
色
々
作
言
を
説
き
或
は
木

像
絵
像
の
仏
体
よ
り
光
を
は
な
つ
怪
術
を
な
し
或
は
金
紙
金
泥
の
仏
経
な
ど
土
に
う

づ
み
年
経
て
是
を
ほ
り
出
し
人
に
奇
異
の
信
心
を
さ
せ
又
或
時
ハ
太
神
宮
の
御
宮
中

に
推
参
し
て
神
託
と
号
し
て
仏
文
を
述
神
道
仏
道
一
味
の
や
う
に
云
ぐ
み
弱
か
類
其

数
多
し
。

と
「
方
便
」
の
「
作
言
」
、
「
怪
術
」
、
「
奇
異
」
、
「
云
く
ら
ま
す
」
な
ど
の
「
無

実
の
作
事
」
を
数
え
上
げ
、
仏
教
の
詐
術
性
を
指
弾
す
る
。
「
作
言
」
の
語
は
、
さ
ら

に
、

“
我
も
人
も
死
後
の
事
お
ぽ
つ
か
な
く
思
ふ
も
の
な
り
是
に
よ
っ
て
近
来
仏
者
其
迷

ひ
た
る
凡
夫
の
心
を
う
か
今
、
ひ
見
て
、
種
々
の
作
言
を
な
し
て
釈
迦
の
教
法
な
り
と

号
し
て
人
を
証
か
す
…
・
祖
又
仏
法
を
頼
れ
ば
死
し
て
地
獄
と
云
悪
所
に
生
れ
て
…
・
夫

々
の
苦
を
見
る
義
な
り
と
お
し
へ
ら
る
る
事
悪
を
い
ま
し
め
ん
た
め
と
ハ
云
な
が
ら

無
実
の
作
言
に
し
て
よ
か
ら
ぬ
仮
説
な
り

の
具
合
に
頻
出
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
語
こ
そ
『
翁
問
答
』
で
藤
樹
が
仏
教
批
判
の
論

拠
に
し
た
語
で
あ
っ
煮
・

〈
か
た
い
ぢ
に
ひ
が
み
た
る
沙
門
仏
学
ば
か
り
を
き
は
め
て
…
・
仏
道
よ
り
上
な
る
道

な
し
と
自
満
十
分
な
る
に
よ
っ
て
、
儒
者
の
仏
法
を
斥
る
を
い
か
り
て
我
慢
の
邪
心

甚
し
け
れ
共
、
｜
道
理
の
さ
た
に
て
云
か
つ
べ
き
覚
悟
な
き
に
よ
っ
て
つ
ぐ
恥
ご
と
を

し
て
釈
迦
に
お
ふ
せ
て
儒
者
の
斥
る
を
ふ
せ
ぐ
も
の
な
り
…
．
浅
ま
し
き
つ
く
り
ご
と

を
し
て
釈
尊
を
へ
を
い
比
丘
と
す
る
こ
と
、
誠
に
釈
尊
の
罪
人
な
る
べ
し
。
さ
て
そ

凸
隅
￥
〈
》
一
》
０
０
』

の
つ
く
り
言
の
す
じ
な
き
子
細
は
：
：
釈
尊
の
仏
力
を
も
て
仏
弟
子
を
大
唐
へ
遣
し
孔

子
と
化
身
さ
せ
め
さ
れ
た
る
な
ど
と
い
へ
る
は
片
腹
い
た
き
つ
く
り
ご
と
な
る
べ
し
。

…
・
惣
じ
て
仏
書
は
皆
寓
言
に
て
か
き
た
る
も
の
な
り
。
そ
の
愚
民
を
た
ぶ
弓
か
す
寓

言
の
筆
法
を
な
ら
ゐ
て
儒
道
を
し
り
ぞ
け
ん
と
お
も
へ
る
沙
門
の
心
根
お
ろ
か
に
い

と
浅
ま
し
・
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
我
慢
の
邪
心
ふ
か
く
て
種
々
の
つ
く
り
ご
と
を
な

し
…
恥
，
（
下
巻
之
末
側
）

『
林
氏
剃
髪
受
位
弁
』
で
の
初
期
の
排
仏
論
を
経
て
、
『
翁
問
答
』
執
筆
期
に
あ
っ
て

は
、
藤
樹
は
釈
迦
を
「
道
の
皮
膚
を
み
て
、
い
ま
だ
骨
髄
を
よ
く
さ
と
ら
ざ
る
」
「
狂

者
」
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
儒
教
の
範
蠕
に
包
摂
す
る
考
え
を
示
し
て
踊
都
が
、

釈
迦
末
流
へ
は
厳
し
い
批
難
を
浴
び
せ
て
い
る
。
そ
の
論
拠
が
「
つ
く
り
ご
と
」
「
寓

言
」
に
よ
る
詐
術
性
な
の
で
あ
る
。
『
何
物
語
』
の
排
仏
の
も
う
一
つ
の
論
拠
は
、

仏
法
ハ
無
実
の
理
を
元
と
し
て
儒
道
の
力
を
か
り
て
作
り
た
る
法
な
り

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
翁
問
答
』
の
、

一
ら
が
：
マ
マ
）

或
は
儒
書
の
文
義
の
皮
膚
ば
か
り
を
ま
な
び
、
骨
髄
の
理
味
を
ぱ
露
も
さ
と
せ
ず

（
下
巻
之
末
剛
）
，

を
受
容
し
た
結
果
の
論
拠
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
排
仏
論
は
『
翁
問
答
』
の
仏
教
批

難
の
視
座
を
受
容
し
、
そ
れ
に
従
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仏
教
の
成

立
に
関
し
て
も
、
「
天
竺
と
云
ハ
：
：
開
悶
よ
り
以
後
終
に
聖
人
出
給
ぬ
に
よ
っ
て
天
神

地
祇
の
神
道
の
本
意
を
失
ひ
万
人
ま
よ
ひ
常
闇
の
代
な
り
し
」
故
に
「
迷
ひ
た
る
凡
夫

の
悪
行
を
こ
ら
し
、
善
行
を
す
す
め
給
は
ん
た
め
の
慈
悲
の
方
便
」
に
釈
迦
が
「
仏
法
」

を
立
て
た
と
す
る
見
解
も
、
『
翁
問
答
』
の
「
天
竺
に
は
終
に
聖
人
一
人
も
出
た
ま
は

ず
八
開
關
よ
り
釈
尊
の
時
分
ま
で
や
み
の
よ
の
戎
國
」
で
あ
っ
て
、
「
元
来
釈
迦
・
達

磨
の
法
を
立
め
さ
れ
た
る
心
根
は
衆
生
の
ま
よ
ひ
て
あ
さ
ま
し
き
て
い
を
あ
は
れ
み
か

な
し
び
て
…
・
勤
善
懲
悪
の
た
め
」
（
下
巻
之
末
側
）
で
あ
る
と
の
解
釈
に
従
っ
た
も
の

秋田高専研究紀要第21号
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｢何物語」の性格

で
あ
る
の
は
当
然
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
こ
こ
で
留
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
『
何
物
語
』
の
作
者
が
『
翁
問
答
』

に
提
示
さ
れ
た
藤
樹
の
思
想
を
受
容
し
た
と
い
う
こ
と
が
そ
の
受
け
売
り
を
意
味
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
終
始
受
け
売
り
で
は
な
い
と
い
う
姿
勢
を
と

る
。
こ
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
「
意
」
の
解
説
に
つ
い
て
言
及
し
た
際
、
藤
樹
の
解
釈

は
採
ら
ず
に
朱
注
に
従
い
、
そ
こ
に
彼
の
儒
教
思
想
受
容
に
際
し
て
の
取
捨
選
択
と
い

う
主
体
性
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
排
仏
論
に
も
、
藤
樹
の

批
難
は
、
釈
迦
末
流
の
仏
教
の
在
り
方
に
向
け
ら
れ
、
釈
迦
は
「
す
ぐ
れ
た
る
狂
者
な

れ
ば
、
聖
人
に
あ
ひ
め
さ
れ
た
ら
ば
、
か
な
ら
ず
中
庸
精
微
の
密
に
悟
入
し
て
中
行
の

位
に
至
め
さ
る
べ
し
」
（
下
巻
之
末
側
）
と
評
し
て
儒
教
に
包
摂
す
る
の
に
対
し
て
、

彼
は
仏
教
そ
の
も
の
の
排
斥
を
主
張
し
、
「
儒
道
は
た
っ
と
く
仏
道
ハ
い
や
し
き
法
」

「
邪
法
」
と
難
じ
、
朱
子
の
『
大
学
章
句
』
序
の
「
異
端
虚
無
寂
滅
之
教
、
其
高
過
於
大

〉
扉
而
鉦
嘆
」
を
論
拠
に
「
仏
法
を
異
端
虚
無
の
お
し
へ
な
り
と
て
賢
人
そ
し
り
絵
ぷ
事

を
し
る
な
り
」
と
断
じ
て
、
主
体
的
な
選
択
の
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
姿
勢
は
神
道
理
解
に
明
瞭
に
現
れ
て
い
る
。
「
神
道
」
Ｉ
「
儒
道
」
と
い

う
藤
樹
の
規
定
を
受
容
し
つ
つ
も
、
「
農
夫
」
の
「
神
道
」
に
つ
い
て
の
問
い
に
答
え

て
、
「
日
本
の
神
道
な
り
」
と
述
べ
、
「
今
神
道
と
申
す
ハ
天
照
太
神
の
御
法
な
り
」

と
断
定
す
る
。
「
神
道
」
に
思
想
と
し
て
の
儒
道
と
日
本
古
来
の
宗
教
と
し
て
の
神
道

と
の
二
重
の
意
味
を
彼
は
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
論
拠
は
「
此
御
神
則
天
神
地

祇
の
神
理
を
其
ま
ま
御
身
に
具
足
し
て
化
生
し
給
ふ
故
に
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
説
明
は
、

國
所
、
世
界
の
差
別
い
る
／
、
様
々
あ
り
と
い
へ
共
、
本
来
み
な
太
虚
神
道
の
う

ち
に
開
關
し
た
る
國
土
な
れ
ば
、
神
道
は
十
方
世
界
み
な
ひ
と
つ
な
り
。
し
か
る
に

よ
り
て
國
隔
り
ぬ
れ
ば
こ
と
ば
風
俗
は
か
は
る
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
心
の
く
ら
ゐ
は

本
来
同
一
体
の
神
道
な
る
に
よ
り
て
、
唐
土
も
天
竺
も
我
朝
も
、
ま
た
そ
の
外
あ
る

と
あ
ら
ゆ
る
國
土
の
う
ち
も
毛
頭
ち
が
ふ
こ
と
な
し
。
（
下
巻
之
末
㈹
）

と
す
る
藤
樹
の
見
解
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
、

神
道
儒
道
仏
道
な
ど
と
て
人
間
の
行
ふ
道
に
か
ハ
リ
あ
る
事
ハ
三
國
の
法
の
差
別

な
り
。
根
本
天
神
地
祇
の
神
國
に
し
て
一
國
一
理
な
れ
ど
も
其
國
々
に
始
て
生
じ
給

ふ
御
神
を
元
祖
と
し
て
末
々
に
至
て
其
國
法
を
た
て
給
ふ
所
よ
り
名
の
か
ハ
リ
あ
り

と
見
え
た
り

と
解
釈
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
藤
樹
が
具
体
相
の
も
つ
差
異
の
根
底
に
普
遍
的
同

一
性
を
注
視
す
る
の
に
対
し
て
、
『
何
物
語
』
の
作
者
は
具
体
相
の
も
つ
差
異
性
に
力

点
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
相
違
が
藤
樹
の
「
神
道
」
観
を
核
に
し
つ
つ
も
、

「
日
本
の
神
道
」
の
意
味
を
も
求
め
る
方
向
に
進
む
分
岐
点
で
あ
る
こ
と
が
分
か
ろ
う
。

た
だ
、
巨
視
的
に
観
る
な
ら
ば
、
『
何
物
語
』
の
神
道
論
は
当
時
の
神
・
儒
双
方
か
ら

の
習
合
の
風
潮
の
中
で
の
儒
教
側
の
神
道
承
認
と
い
う
枠
組
み
を
出
て
い
な
い
と
言
う

こ
と
が
で
き
、
こ
の
枠
組
み
は
、
ま
た
、
『
翁
問
答
』
執
筆
期
の
藤
樹
に
も
該
当
す
る

一
面
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
日
本
の
神
道
の
礼
法
に
、
儒
道
祭
祀
の
礼
に
あ
ひ

か
な
ひ
た
る
こ
と
あ
り
、
其
上
三
社
の
神
託
の
意
義
、
儒
者
の
神
明
に
つ
か
ふ
ま
つ
る

心
も
ち
に
よ
く
か
な
ひ
ぬ
れ
ば
、
本
朝
は
后
穆
之
窟
な
り
と
い
へ
る
説
ま
こ
と
に
意
義

あ
る
こ
と
な
り
。
」
（
下
巻
之
末
側
）
の
『
翁
問
答
』
の
言
説
は
「
儒
教
と
神
道
と
の

礎
浬
い
ふ
時
代
的
な
傾
向
が
響
き
込
ん
言
る
で
あ
う
．
」
と
い
う
和
辻
哲
郎
の
指

摘
は
そ
の
証
左
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
藤
樹
は
『
翁
問
答
』
執
筆
の
翌
年
夏

「
二
三
子
ト
ト
モ
’
一
勢
州
大
神
宮
二
参
詣
」
す
る
。
そ
れ
は
「
士
庶
人
モ
亦
神
ヲ
祭

ル
ノ
礼
ア
リ
。
然
ラ
バ
則
チ
神
二
詣
ス
ル
コ
ト
モ
ナ
ク
ン
バ
ァ
ル
ベ
ヵ
ラ
ズ
。
且
、

大
神
宮
ハ
吾
朝
開
關
ノ
元
祖
ナ
リ
。
日
本
二
生
ル
ゞ
者
、
一
タ
ビ
拝
セ
ズ
ン
バ
ァ
ル
ベ

カ
ラ
ズ
ト
。
」
と
い
う
考
え
に
到
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
（
『
藤
樹
先
生
年
譜
』
三
十
四

歳
の
項
）
・
藤
樹
の
こ
の
参
詣
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
『
何
物
語
』
の
例
の
二
十

箇
条
の
一
つ
に
「
高
野
山
へ
の
参
詣
を
止
て
／
太
神
宮
へ
ま
い
れ
」
が
あ
っ
て
、
藤
樹

の
太
神
宮
崇
拝
参
詣
の
思
想
の
受
容
を
推
量
さ
せ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
何
物
語
』
の

神
道
論
は
藤
樹
思
想
の
内
含
し
て
い
た
神
道
に
つ
い
て
の
観
念
が
、
神
儒
習
合
の
風
潮

を
触
媒
に
し
て
顕
在
化
す
べ
く
し
て
し
た
も
の
と
観
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
枠
組
み
の
中
に
あ
っ
て
も
、
少
な
く
と
も
右
で
述
た
よ
う
に
、
『
何
物

語
』
が
『
翁
問
答
』
か
ら
の
一
方
通
行
の
受
容
で
は
な
い
こ
と
は
了
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
一
方
通
行
で
は
な
い
受
容
の
例
を
も
う
一
つ
だ
け
挙
げ
て
お
き
た
い
。

ど
７
し
よ
む
ま
れ
Ｌ
づ
か

か
ん
う
ご
く
よ
く

是
ハ
性
の
動
な
り
書
に
日
人
生
て
静
な
る
は
天
の
性
物
に
感
じ
て
動
ハ
性
の
欲
な

ひ
ん
き
ど
あ
い
ノ
§
あ
い
お
卜
す
、

り
と
あ
り
亦
是
に
七
品
あ
り
喜
怒
哀
權
愛
悪
欲
な
り
人
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
理
に
よ
る
ご

率
縄
い
か
る
妙
嘩
お
ぞ
る
蛾
蝉
に
く
む
ね
が
ふ

び
い
か
る
べ
き
理
に
い
か
り
か
な
し
む
べ
き
理
に
か
な
し
ミ
お
そ
る
べ
き
理
に
お
そ

れ
あ
わ
れ
む
べ
き
理
に
あ
わ
れ
ミ
に
く
む
べ
き
理
に
に
く
ミ
ね
が
う
べ
き
理
に
ね
が

十
勺
〃
、

心
の
〃
、

ふ
是
情
な
り
性
中
よ
り
直
に
出
る
欲
な
り
故
に
其
理
善
な
り
悪
な
る
欲
を
（
情
と
ハ

し
よ
く

い
は
ず
し
て
私
欲
と
云
と
あ
り
（
上
巻
、
項
目
側
）

こ
れ
は
「
情
」
に
つ
い
て
の
解
説
だ
が
、
冒
頭
の
「
性
の
動
な
り
」
の
規
定
は
、
例
え
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ぱ
、
『
葬
倫
抄
』
に
は
「
ウ
ゴ
ク
ハ
情
ナ
リ
。
」
（
心
の
項
）
、
「
情
ト
テ
性
ノ
ウ
ゴ

ロ
ト
コ
ロ

ク
所
セ
ッ
ア
リ
。
」
（
情
の
項
）
と
説
く
が
、
こ
の
言
説
は
陳
北
渓
の
『
性
理
字
義
』

の
「
情
」
の
「
情
者
、
性
之
動
。
」
に
基
つ
い
て
蠅
種
、
『
何
物
語
』
は
直
接
に
『
性

理
字
義
』
の
こ
の
規
字
に
従
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
と
言
う
の
は
、
『
何
物
語
』
の
「
心
」

９
し
か
琴
ご
い

（
上
巻
、
項
目
⑭
）
の
解
説
「
是
ハ
蹄
一
徹
を
部
て
一
身
の
主
宰
た
る
者
也
人
ハ
天
地
の

理
を
得
て
性
と
し
天
地
の
気
を
得
て
躰
と
す
其
理
と
気
と
合
し
て
心
を
な
す
と
有
」
が

『
性
理
字
義
』
の
「
心
」
の
規
定
「
心
者
一
身
之
主
宰
也
」
と
「
大
抵
人
得
天
地
之
理
一

為
性
。
得
天
地
之
気
為
聯
。
理
置
春
方
成
箇
心
」
を
そ
の
ま
、
に
採
っ
た
こ
と
が
認

二
一
か
工
手
れ
‐
峰
つ
か

め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
続
く
「
書
に
日
人
生
て
静
な
る
は
天
の
性
物
に

か
ん
う
ご
ク
、
よ
〃
、
．

感
じ
て
動
ハ
性
の
欲
な
り
」
は
Ｈ
で
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
『
礼
記
』
楽
記
に
依
拠
北
示

ド

そ
し
て
、
七
情
の
解
説
は
『
一
二
徳
抄
』
の
「
詠
室
〉
・
怒
〈
喝
〉
・
哀
奪
〉
・
擢

一
，
Ｊ
Ｏ

Ｔ
フ
ク

『
．
旬
〃

〈
喝
〉
・
濁
へ
湖
〉
．
悪
く
三
・
欲
〈
崎
〉
ノ
セ
情
ト
テ
セ
ッ
ノ
心
ア
リ
。
…
・
道
理

ニ
カ
ナ
ヒ
テ
ョ
ロ
コ
プ
ベ
キ
時
ハ
ョ
ロ
コ
ビ
、
イ
カ
ル
ベ
キ
時
ハ
イ
ヵ
リ
、
悲
シ
ム
ベ

キ
時
ハ
カ
ナ
シ
ミ
、
權
ル
ベ
キ
時
ハ
ヲ
ソ
レ
、
イ
ト
ヲ
シ
ム
ベ
キ
時
ハ
イ
ト
ヲ
シ
ミ
、

（
注
Ⅲ
）

ニ
ク
ム
ベ
キ
時
ハ
ニ
ク
ミ
、
欲
ス
ベ
キ
時
ハ
ホ
ッ
ス
ベ
シ
。
」
の
説
明
に
従
い
、
「
悪

な
る
欲
を
ぱ
情
と
ハ
い
は
ず
し
て
私
欲
と
云
と
あ
り
」
は
『
葬
倫
抄
』
の
「
過
不
及
ナ

キ
ヲ
情
卜
云
う
。
過
不
及
ア
ル
ハ
情
ニ
テ
ハ
ナ
キ
ナ
リ
。
私
欲
ト
云
モ
ノ
ナ
リ
。
」
の

解
釈
に
従
っ
て
い
る
。
羅
山
は
朱
子
学
の
見
解
に
従
っ
て
「
七
情
ニ
ハ
善
卜
悪
ト
ア
リ
」

（
『
三
徳
抄
』
）
と
言
述
し
て
お
り
、
『
葬
倫
抄
』
の
こ
の
解
釈
は
朱
子
学
の
見
解
に

従
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
何
物
語
』
は
こ
の
箇
所
は
尺
五
の
解
釈
を

採
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
何
物
話
』
の
作
者
は
「
五
経
」
を
解
説
し
た
記
述

の
中
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

大
学
を
よ
み
な
ら
ふ
に
も
及
が
た
き
も
の
ハ
近
代
日
本
に
て
名
儒
者
の
か
き
給
へ

る
春
鑑
抄
三
徳
抄
葬
倫
抄
翁
問
答
な
ど
の
や
う
な
る
仮
名
が
き
の
書
を
見
た
る
が
よ

し
皆
是
四
書
五
経
の
理
を
や
は
ら
げ
て
見
よ
く
聞
易
や
う
に
書
た
ま
ふ
書
な
り

彼
の
こ
の
言
葉
は
儒
教
初
学
者
に
向
け
て
の
親
切
な
入
門
書
紹
介
の
意
図
を
語
っ
て
い

る
の
だ
が
、
「
情
」
の
解
説
の
記
述
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
『
何
物

語
』
に
認
め
ら
れ
る
右
の
引
用
で
彼
が
挙
げ
た
仮
名
抄
か
ら
の
受
容
の
実
態
を
み
れ
ば
、

こ
の
言
葉
で
彼
は
自
身
の
儒
教
学
習
の
実
状
ｌ
『
論
語
』
、
『
大
学
』
、
『
礼
記
』
、

『
大
学
章
句
』
、
『
性
理
字
義
』
な
ど
の
学
習
は
勿
論
の
こ
と
、
入
門
書
と
彼
が
言
う

仮
名
抄
を
も
（
そ
こ
に
提
示
さ
れ
た
思
想
の
差
異
に
か
か
わ
ら
ず
）
貧
欲
に
学
び
受
容

し
て
い
る
こ
と
を
思
い
が
け
ず
洩
し
て
し
ま
っ
た
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
学
習
に
あ
っ
て
、
『
翁
問
答
』
の
思
想
に
共
鳴
し
感
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、

彼
が
学
習
し
た
諸
書
か
ら
彼
な
り
に
取
捨
選
択
し
、
『
翁
問
答
』
を
基
盤
に
、
取
捨
選

択
し
た
見
解
を
そ
れ
に
組
み
込
ん
で
、
独
自
の
儒
教
思
想
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
意
欲

の
表
れ
を
、
こ
こ
ま
で
の
指
摘
か
ら
、
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
思
惟
の
未

成
熟
、
そ
の
論
理
の
不
整
合
は
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
。

こ
の
独
自
性
へ
の
志
向
が
具
体
的
な
形
を
と
っ
て
提
示
さ
れ
た
の
が
儒
教
の
葬
祭
の

礼
法
に
つ
い
て
の
見
解
で
あ
ろ
う
。
排
仏
論
を
展
開
し
た
そ
の
終
着
点
と
し
て
へ
仙
「
農
ぃ

夫
」
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
る
、
こ
れ
は
問
答
で
あ
る
。
『
何
物
語
』
の
作
者
は
抑
仏
論

の
後
に
要
請
さ
れ
る
の
が
仏
教
の
葬
祭
の
仕
方
に
替
わ
る
儒
教
の
葬
祭
の
礼
法
で
あ
り
、

そ
れ
が
当
然
の
論
の
道
筋
だ
と
考
え
た
か
ら
に
相
違
な
い
。
儒
教
の
葬
祭
の
礼
法
に
関

し
て
は
『
春
鑑
抄
』
『
三
徳
抄
』
に
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
し
、
尺
五
が
僅
か
に
「
冠

・
婚
・
葬
・
祭
ノ
礼
ヲ
儒
道
ヲ
以
テ
行
ハ
寺
、
、
イ
ョ
イ
ョ
人
ノ
心
モ
ハ
ヤ
ク
道
ニ
ス
、

ム
ベ
キ
ナ
リ
」
と
『
葬
倫
抄
』
の
最
後
に
述
べ
、
「
此
葬
祭
ノ
礼
、
日
本
ニ
ハ
ナ
キ
ュ

ヘ
ニ
、
皆
仏
法
ヲ
以
テ
行
ハ
ル
、
也
。
此
四
礼
ヲ
儒
道
ノ
法
ヲ
以
テ
行
」
わ
れ
る
な
ら

ば
、
国
民
の
教
化
、
「
國
家
富
貴
安
全
」
に
な
る
、
と
説
く
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
『
翁

問
答
』
に
は
先
に
触
れ
た
神
信
仰
の
問
答
が
載
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
、
藤
樹

は
『
孝
経
啓
蒙
』
に
お
い
て
、
『
孝
経
』
が
説
く
葬
祭
の
礼
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
注
釈

し
て
い
る
が
、
『
孝
経
啓
蒙
』
に
は
文
献
上
の
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
に
関
し
て
は
「
『
孝

経
啓
蒙
』
の
諸
問
題
」
（
加
地
偲
唾
に
詳
細
を
譲
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
何
物

語
』
の
作
者
は
『
孝
経
啓
蒙
』
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
知
っ
て
い
て

も
、
覧
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
儒
教
の
葬
祭
の

礼
法
に
つ
い
て
の
記
述
は
『
何
物
語
』
の
作
者
の
独
自
性
の
主
張
の
提
示
と
見
倣
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

今
、
そ
の
独
自
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
彼
の
説
く
葬
祭
の
礼
法
を
掲
げ
れ
ば
、

例
え
ば
、
「
農
夫
」
が
「
葬
」
の
「
礼
法
の
や
う
」
を
問
う
の
に
答
え
て
、

我
等
ご
と
き
の
賎
民
は
諸
礼
と
も
に
其
法
に
あ
た
る
事
ハ
叶
ざ
る
義
な
れ
ば
大
名

の
葬
礼
の
法
を
（
し
ら
で
も
く
る
し
か
ら
ず
た
だ
貧
賎
の
も
の
ハ
其
死
者
の
一
族
寄

し
か
ば
ね

あ
つ
ま
り
て
其
戸
を
よ
く
取
か
く
し
て
．
…
哀
痛
の
実
を
尽
す
を
礼
の
本
と
し
て
担
撰

は
そ
の
人
の
貧
富
に
随
ひ
作
法
行
義
は
い
か
や
う
な
り
と
も
定
た
る
が
よ
し

と
述
べ
、
「
年
忌
」
を
「
祭
る
」
に
は
、
の
問
い
に
は
、

高
位
の
御
方
ハ
儒
者
に
お
ほ
せ
て
其
祭
礼
を
行
た
ま
ひ
た
る
が
よ
し
各
我
等
が
ご

と
き
の
貧
賎
の
も
の
ハ
仮
一
飯
の
手
向
を
な
さ
ず
と
も
孝
志
深
く
敬
を
な
し
て
ま
つ
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｢何ｷ娠吾」の性格

り
た
る
が
よ
し

と
説
く
。
こ
れ
ら
の
答
え
で
注
目
す
べ
き
は
、
「
我
等
ご
と
き
の
貧
賎
」
の
礼
法
を
説

く
こ
と
に
目
的
が
置
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
『
孝
経
啓
蒙
』
に
お
い
て
は
「
貧
賎
」

の
葬
祭
の
礼
法
に
ま
で
は
藤
樹
の
注
釈
の
筆
は
及
ん
で
は
い
な
い
。
こ
の
葬
祭
の
礼
法

の
見
解
が
作
者
の
学
習
の
独
自
の
成
果
で
あ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
か
「
賎
民
」
の
「
葬
」

の
説
が
、
『
論
語
』
先
進
の
、
顔
回
の
死
に
際
し
て
の
「
門
人
欲
惇
葬
芝
。
子
日
不
可
。

門
人
厚
蕊
篭
。
」
を
引
い
て
、
「
此
心
は
顔
回
が
賢
名
は
類
な
し
と
い
へ
ど
も
家
ま
づ

し
き
に
よ
っ
て
な
り
。
貧
し
て
厚
く
葬
る
は
理
に
か
な
ハ
ず
と
の
御
事
な
り
」
と
い
う

見
解
に
基
づ
い
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
『
論
語
集
注
』
（
朱
子
）
の
「
貧
而
厚
葬
、

祁
猫
理
也
。
」
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
「
年
忌
」
を
「
祭
る
」
礼
法
の
説
も
『
論

語
』
為
政
の
「
子
日
、
生
津
Ｚ
以
靴
、
死
葬
之
以
礼
、
祭
之
以
礼
」
と
、
『
礼
記
』
王
制

ｖ
じ
け
し

の
「
喪
従
花
者
一
祭
従
塗
者
」
を
論
拠
に
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
つ
ま
り
、
「
貧
賤
」
「
賤
民
」
の
葬
祭
の
礼
法
の
説
は
直
接
に
原
典
の
右
の
箇
所

を
学
習
し
た
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
『
翁
問
答
』
や
仮
名
抄
を
受
容
し
て
の
記
述

と
は
対
礁
的
に
、
こ
こ
に
提
示
し
た
と
解
釈
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
へ
上
巻
か
中
巻
の
記
述
内
容
の
検
討
を
通
じ
て
、
『
何
物
語
』
の
『
翁
問
答
』

を
介
し
た
藤
樹
思
想
の
受
容
と
そ
の
様
相
感
及
び
、
『
三
徳
抄
』
、
『
葬
倫
抄
』
の
仮

名
抄
の
受
容
の
様
相
、
そ
し
て
、
ご
れ
ら
の
書
か
ら
の
受
容
が
語
る
『
何
物
語
』
の
作

者
の
儒
教
学
習
に
対
す
る
姿
勢
と
を
明
ら
か
に
し
え
た
と
考
え
る
。

し
か
し
、
世
に
無
名
の
作
者
が
何
故
こ
の
書
を
公
に
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

と
疑
問
を
抱
く
の
も
、
こ
の
書
が
、
端
的
に
言
え
ば
、
作
者
の
学
習
の
過
程
に
お
け
る
、

そ
の
手
控
え
を
整
理
し
た
も
の
と
い
う
性
格
の
記
述
と
い
っ
た
印
象
を
与
え
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
疑
問
へ
の
答
え
を
得
る
手
掛
り
に
、
次
の
事
柄
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

ｊ四
＃
一
・
‐

く

『
何
物
語
』
が
上
巻
に
「
志
学
之
大
目
」
と
「
儒
宗
之
次
第
」
の
章
を
設
け
、
前
章

二
十
一
項
目
、
後
章
十
七
項
目
を
各
々
立
て
て
、
こ
れ
に
簡
潔
な
解
説
を
試
み
て
い
る

こ
と
は
既
述
し
た
。
こ
れ
か
ら
指
摘
す
る
一
つ
は
こ
の
項
目
立
て
の
発
想
に
つ
い
て
で

あ
る
。
『
何
物
語
』
上
巻
、
中
巻
の
記
述
が
『
翁
問
答
』
、
『
三
徳
抄
』
、
『
葬
倫
抄
』

を
典
拠
と
し
た
箇
所
が
多
い
と
い
う
事
実
を
踏
え
、
こ
の
項
目
立
て
の
発
想
の
契
機
を

考
え
る
と
き
、
『
葬
倫
抄
』
．
の
記
述
の
仕
方
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
‐
『
葬
倫

抄
』
は
、
例
え
ば
、
五
常
の
解
説
を
、
「
五
常
ト
ハ
、
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
ナ
リ
。
」

■

ｌ

Ｊ

ｌ

１

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

１

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

ｌ

ｑ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

と

記

述

し

、

続

け

て

「

仁

ト

ハ

…

・

・

サ

テ

、

義

ト

ハ

・

…

。

礼

ト

ハ

…

・

・

智

ト

ハ

・

…

。

信

ト
ハ
…
．
。
」
と
記
述
し
て
い
く
。
あ
る
い
は
ま
た
、
「
儒
道
ニ
ハ
先
ヅ
命
・
性
・
心
・

情
・
意
ノ
沙
汰
ヲ
仕
ル
ナ
リ
。
」
と
あ
っ
て
、
「
命
ト
ハ
・
…
。
」
「
サ
テ
性
ト
ハ
・
…
。
」

「
サ
テ
心
卜
云
ハ
…
．
。
」
「
又
情
ト
テ
．
．
：
。
」
「
又
意
ト
テ
…
．
。
」
と
記
述
し
て
ゆ
く

仕
方
を
採
っ
て
い
る
。
儒
教
概
念
語
を
ま
ず
「
ト
ハ
」
で
提
示
し
、
次
い
で
そ
の
解
説

の
記
述
に
筆
を
進
め
る
の
で
あ
る
。
啓
蒙
を
目
的
に
し
た
Ｆ
１
ト
ハ
…
。
。
」
の
『
葬
倫

抄
』
の
こ
の
記
述
形
式
は
『
何
物
語
』
に
お
け
る
項
目
の
記
述
形
式
、
例
え
ば
、
「
四

書
ト
ハ
・
…
。
」
と
軌
を
一
に
す
る
。
し
か
も
、
『
何
物
語
』
が
採
り
上
げ
た
項
目
の
う

ち
、
「
命
」
「
性
」
「
心
」
「
情
」
の
項
目
と
記
述
順
序
と
は
『
葬
倫
抄
』
が
扱
っ
た

の
と
全
く
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
解
説
の
文
章
も
ま
た
『
葬
倫
抄
』
の
右
の
語
の
解
説

の
文
章
を
典
拠
に
し
た
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
、
前
章
の
「
情
」
の
解

説
に
つ
い
て
言
及
し
た
際
、
指
摘
し
た
通
り
で
姥
馳
。
と
こ
ろ
で
、
『
葬
倫
抄
』
が
取

り
上
げ
た
語
は
『
性
理
字
義
』
所
収
の
項
目
か
ら
採
っ
て
お
り
、
そ
の
記
述
も
↓
『
性
理

（
注
胸
）
ｑ

字
義
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
玉
懸
博
之
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
そ
し
て
ま

た
、
『
何
物
語
』
も
『
性
理
字
義
』
に
基
づ
く
所
の
あ
る
こ
と
は
前
章
で
述
べ
た
通
り

で
あ
る
。
と
言
う
こ
と
は
、
『
何
物
語
』
の
作
者
に
は
『
葬
倫
抄
』
が
『
性
理
字
義
』

を
受
容
し
て
成
っ
た
仮
名
抄
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
推
察
で
き
た
は
ず
で
あ
り
、
か
つ

ま
た
、
『
葬
倫
抄
」
が
『
性
理
字
義
』
所
収
の
項
目
の
語
を
ど
の
よ
う
な
形
式
で
記
述

し
て
い
る
の
か
を
明
瞭
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
上
の

こ
う
し
た
事
実
に
基
づ
け
ば
、
‐
『
何
物
語
』
の
項
目
立
て
と
そ
の
記
述
形
式
と
の
発
想

は
『
葬
倫
抄
』
か
ら
得
た
の
だ
と
判
断
す
る
の
が
筋
道
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「
儒
宗
之
次
第
」
の
記
述
は
羅
山
の
『
童
観
抄
』
、
の
「
道
統
ノ
次
第
」
に

拠
っ
て
い
る
。
〈
伏
犠
↓
神
農
↓
黄
帝
↓
唐
尭
↓
虞
舜
↓
禺
王
↓
湯
王
↓
文
王
↓
武
王

↓
周
公
旦
↓
孔
子
↓
顔
回
↓
曽
子
↓
子
思
↓
孟
子
↓
程
明
道
↓
程
伊
川
↓
朱
喜
〉
の
項

目
が
『
童
観
抄
』
の
〈
伏
義
↓
神
農
Ｊ
黄
帝
↓
尭
帝
↓
禺
↓
湯
↓
文
王
武
王
↓
周
公
↓

孔
子
↓
曽
子
↓
子
思
孟
子
↓
（
周
茂
叔
）
↓
程
明
道
程
伊
川
↓
（
場
亀
山
謝
上
察
↓
羅

仲
素
↓
李
延
平
）
↓
朱
文
公
〉
の
道
統
の
次
第
に
拠
り
、
そ
の
事
績
の
叙
述
も
勿
論
『
童

観
抄
』
に
拠
っ
て
峰
馳
（
『
何
物
語
』
で
は
周
茂
叔
を
程
明
道
の
項
目
の
中
で
「
学
を

周
茂
叔
と
云
人
に
う
け
」
と
触
れ
、
場
亀
山
か
ら
季
延
平
ま
で
は
除
き
、
代
り
に
顔
回

を
入
れ
る
）
。

さ
て
、
次
は
、
中
巻
の
問
答
体
に
つ
い
て
で
あ
る
。
仮
名
草
子
に
あ
っ
て
は
、
『
清

水
物
語
』
以
後
問
答
体
が
叙
述
形
式
の
一
つ
と
し
て
採
ら
れ
て
き
た
。
『
何
物
語
』
中
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巻
の
問
答
体
は
当
然
こ
の
仮
名
草
子
の
叙
述
形
式
を
継
承
し
た
も
の
と
し
て
の
位
置
を

占
め
る
の
だ
が
、
『
何
物
語
』
の
作
者
が
問
答
体
と
い
う
形
式
を
採
択
し
た
直
接
の
契

機
を
求
め
る
場
合
に
は
、
『
翁
問
答
』
受
容
と
い
う
事
実
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。

『
翁
問
答
』
が
師
天
君
と
門
下
生
体
充
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
「
人
倫
日
用
の
受
容

の
た
よ
り
」
と
し
て
の
儒
教
に
関
す
る
問
答
体
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
何
物
語
』
は
我
と

農
夫
と
の
儒
教
に
関
す
る
問
答
体
に
お
い
て
、
各
々
の
記
述
形
式
は
軌
一
す
る
。
『
翁

問
答
』
が
『
何
物
語
』
の
作
者
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
共
鳴
す
る
存
在
で
あ
っ
た
か
ら

に
は
、
両
者
の
右
の
軌
一
は
『
何
物
語
』
の
問
答
体
は
『
翁
問
答
』
に
学
ん
だ
形
式
に

他
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

両
者
の
人
物
設
定
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
体
充
が
俊
秀
な
学
問
探
求
者
に
設
定
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
一
方
は
農
夫
と
し
て
庶
民
そ
の
も
の
で
あ
り
、
学
問
探
求
と

は
お
よ
そ
縁
遠
い
人
物
設
定
で
あ
る
。
こ
の
点
に
『
何
物
語
』
を
書
き
公
に
し
よ
う
と

し
た
作
者
の
意
図
を
窺
う
こ
と
が
で
き
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
問
答
の
内
容
が
農
夫
へ

の
儒
教
啓
蒙
を
目
的
と
し
た
解
説
で
あ
り
、
儒
仏
論
、
就
中
排
仏
論
を
中
心
に
し
て
、

儒
教
に
よ
る
「
貧
賤
の
も
の
」
の
た
め
の
葬
祭
の
礼
法
を
説
く
こ
と
は
、
庶
民
の
日
常

生
活
を
大
き
く
規
定
し
て
い
る
仏
教
に
替
っ
て
、
庶
民
の
日
常
生
活
に
最
も
密
着
し
た

Ｏ

形
で
文
字
通
り
の
儒
教
を
啓
蒙
す
る
こ
と
に
狙
い
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
藤
樹
が
「
人

倫
日
用
の
受
用
の
た
よ
り
」
と
し
て
儒
教
を
『
翁
問
答
』
で
語
ろ
う
と
し
た
意
図
の
受

容
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
問
う
人
と
し
て
の
農
夫
は
、
こ
う
し
た
意
図
に
恰
好
の
実
質

的
な
人
間
像
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
『
何
物
語
』
を
読
み
返
し
て
み
る

な
ら
ば
、
こ
の
意
図
が
際
立
っ
て
現
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の
に
気
づ
く
。
先
に
も
引

用
し
た
、大
学
を
よ
み
な
ら
ふ
に
も
及
び
が
た
き
も
の
は
近
代
日
本
に
て
名
儒
者
の
か
き
給

へ
る
春
鑑
抄
三
徳
抄
童
観
抄
葬
倫
抄
翁
問
答
な
ど
の
や
う
な
る
仮
名
が
き
の
書
を
見

た
る
が
よ
し
。
皆
是
四
書
五
経
の
理
を
や
は
ら
げ
て
見
よ
く
聞
易
や
う
に
書
き
た
ま

ふ
書
な
り
（
上
巻
、
項
目
②
）

彼
が
こ
れ
を
書
い
た
意
識
に
沿
っ
て
読
め
ば
、
彼
が
挙
げ
た
仮
名
抄
は
「
仮
名
が
き
」

で
あ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
そ
れ
と
言
う
の
も
、
「
四
書
五
経
の
理
」
を
初
学
者
の

た
め
に
「
や
は
ら
げ
て
見
よ
く
聞
易
」
く
配
慮
し
た
、
そ
の
こ
と
の
ゆ
え
に
、
と
い
う

意
識
で
あ
ろ
う
。
彼
は
こ
れ
ら
の
仮
名
抄
の
啓
蒙
性
を
自
分
の
学
習
を
通
じ
て
十
分
に

理
解
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
彼
の
意
識
に
は
、
今
、
自
分
が
書
い
て
い
る
も
の
が
こ

れ
ら
仮
名
抄
と
同
じ
意
味
と
意
義
を
持
つ
と
い
う
意
識
も
同
時
に
明
確
に
措
定
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
上
巻
、
中
巻
を
書
い
た
彼
の
意
図
は
彼
の
言
う

「
近
代
の
名
儒
者
」
に
倣
っ
て
儒
教
啓
蒙
の
仮
名
抄
を
書
く
こ
と
に
あ
っ
た
、
可
能
な

ら
ば
こ
の
仮
名
抄
で
こ
れ
ら
仮
名
抄
に
伍
し
て
み
た
い
と
い
う
意
欲
を
潜
め
て
い
た
（
彼

の
こ
の
書
で
の
独
自
性
の
主
張
は
そ
の
意
欲
の
現
れ
で
あ
ろ
う
か
ら
）
、
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。

ｊ五Ｉ

さ
て
、
最
後
は
「
見
聞
記
」
の
副
題
を
も
つ
下
巻
の
性
格
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
巻
は
多
様
多
種
の
記
事
の
集
積
と
い
う
雑
纂
性
を
も
つ
。
そ
れ

を
敢
え
て
分
類
し
て
み
る
な
ら
ば
、
ほ
ぼ
次
の
七
分
類
に
な
ろ
う
か
。

す
り
や
う
ま
す

で
ん
忠
く
の

仙
数
と
度
量
衡
の
呼
称
と
単
位
に
つ
い
て
ｌ
「
数
量
」
・
「
升
分
量
」
．
「
田
畠
分

量
」
な
ど
八
項
目
。
し
い
じ
の
い
ミ
や
う

か
ん

し

②
時
に
つ
い
て
ｌ
「
四
時
異
名
」
・
「
五
節
句
」
・
「
十
幹
」
・
「
十
二
支
」
な
ど

二
十
一
項
目
。

や
う
綴
く

側
神
儒
仏
に
つ
い
て
Ｉ
「
天
照
太
神
」
・
「
楊
墨
」
・
「
仏
法
乃
日
本
へ
渡
り
し
は

。
…
」
な
ど
八
項
目
。

側
官
位
に
つ
い
て
ｌ
「
摂
政
関
白
の
事
」
・
「
月
卿
」
・
「
官
と
位
と
相
当
な
れ
ば

…
・
」
な
ど
十
一
項
目
。

⑤
文
字
、
和
歌
に
つ
い
て
ｌ
「
和
歌
の
道
ハ
・
…
」
・
「
折
句
」
・
「
紀
貫
之
」
な
ど

十
二
項
目
。

㈲
武
将
の
官
位
と
生
没
年
に
つ
い
て
’
五
項
目
。

、
合
戦
に
つ
い
て
’
二
十
一
項
目
。

㈹
と
㈲
の
項
目
の
出
典
は
今
明
ら
か
に
で
き
か
ね
る
が
、
②
と
側
と
㈲
の
項
目
に
は

（
也
胴
）

『
増
嚢
妙
』
出
典
の
記
事
が
多
い
の
を
知
る
。
㈲
と
例
は
、
例
え
ば
、
「
尊
氏
」
を
扱

っ
て
「
太
平
記
に
て
見
た
る
に
」
の
記
述
が
語
る
よ
う
に
、
各
種
の
合
戦
記
を
参
照
し

て
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
自
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
仮
名

書
な
ど
に
て
見
し
事
」
を
「
記
し
た
る
」
も
の
に
間
違
い
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら

は
、
記
述
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
自
分
の
知
識
上
の
関
心
の
ま
ま
に
諸
書
か
ら
抜
き
書

き
、
整
理
し
よ
う
と
し
た
、
謂
わ
ぱ
手
控
え
と
で
も
言
っ
た
印
象
を
強
く
与
え
る
。
こ

う
し
た
意
味
で
、
私
的
な
性
格
を
帯
び
た
記
事
の
集
積
と
い
う
感
は
否
め
な
い
の
で
あ

一
〈
》
。

そ
こ
で
問
題
は
、
こ
う
し
た
性
格
の
下
巻
を
公
に
し
よ
う
と
し
た
意
識
、
し
か
も
、

秋田高専研究紀要第21号

■ 一



－9－

｢何ｷ娠吾」の性格

上
巻
、
中
巻
の
仮
名
抄
と
し
て
の
完
結
し
た
性
格
（
Ｉ
枠
組
み
）
を
壊
し
て
ま
で
異
な

る
性
格
の
巻
を
加
え
て
一
つ
の
書
物
と
し
て
編
ん
だ
意
識
は
一
体
い
か
な
る
意
識
な
の

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
が
冒
頭
に
提
出
し
て

お
い
た
問
い
に
答
え
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
と
考
え
る
。

下
巻
の
も
つ
性
格
を
私
的
な
手
控
え
的
な
も
の
と
言
っ
た
が
、
各
記
事
の
内
容
に
つ

い
て
言
え
ば
、
初
学
者
向
け
の
知
識
と
い
っ
た
程
度
を
出
な
い
。
早
く
は
、
『
口
遊
』

（
源
為
憲
著
、
九
七
○
年
）
が
も
つ
年
少
者
の
学
習
の
便
宜
、
手
引
き
と
い
う
意
図
と
、

そ
の
意
図
の
点
で
、
繋
る
類
の
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
記
事
の
内
容
面
で
も
、
そ
れ
に

類
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
分
類
⑥
と
い
が
武
将
と
合
戦
の
記
事
で
あ
る
の
は
、
あ

る
い
は
、
作
者
が
読
者
を
武
士
階
級
の
年
少
者
に
想
定
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ぬ
こ
と

を
憶
測
さ
せ
も
す
る
。
ま
た
別
の
観
点
に
立
て
ば
、
分
類
側
か
ら
例
を
見
て
判
る
よ
う

に
、
『
重
宝
記
』
的
な
性
格
を
も
つ
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
年
少
の
初

学
者
の
た
め
に
基
本
的
日
常
的
知
識
の
提
供
を
目
的
に
集
め
た
記
事
で
、
そ
れ
は
簡
便

な
事
典
的
な
性
格
を
も
つ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
こ
で
、
『
何
物
語
』
上
、
中
、
下
の
各
巻
を
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
基
づ
い
て
、

総
体
’
一
つ
の
書
物
と
し
て
そ
の
性
格
を
規
定
し
よ
う
と
試
み
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う

に
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

上
巻
と
中
巻
の
儒
教
仮
名
抄
の
性
格
と
下
巻
の
初
学
者
の
た
め
の
基
本
的
日
常
的
知

識
の
学
習
の
簡
便
な
事
典
的
性
格
と
の
複
合
し
た
性
格
で
あ
る
と
。

こ
の
よ
う
に
複
合
的
性
格
と
し
て
把
握
す
る
な
ら
ば
、
上
巻
と
中
巻
も
、
上
巻
が
儒

教
語
彙
の
解
説
、
中
巻
が
儒
仏
神
の
問
答
、
と
各
々
記
述
形
式
を
異
に
し
、
上
巻
の
『
葬

倫
抄
』
に
倣
っ
た
記
述
形
式
、
中
巻
の
，
『
翁
問
答
』
に
倣
っ
た
記
述
形
式
と
い
う
先
行

の
儒
教
仮
名
抄
の
も
つ
二
つ
の
記
述
形
式
の
複
合
体
と
し
て
把
握
で
き
る
。
た
だ
し
、

上
巻
と
中
巻
が
儒
教
仮
名
抄
と
い
う
共
通
項
で
括
れ
る
の
に
対
し
て
、
下
巻
は
こ
の

項
が
適
用
で
き
な
い
こ
と
で
、
異
な
っ
た
性
格
の
複
合
体
と
い
う
特
徴
を
際
立
た
せ
る
。

し
か
し
、
こ
の
顕
著
な
複
合
性
を
一
つ
に
統
べ
括
る
力
が
強
く
働
い
て
い
る
。
‐
そ
れ
は

作
者
の
啓
蒙
意
識
に
他
な
ら
な
い
。
啓
蒙
と
い
う
意
識
を
網
に
し
て
な
し
え
た
複
合
化

で
あ
る
。
啓
蒙
意
識
こ
そ
が
異
っ
た
性
格
の
巻
を
統
括
す
る
力
学
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
強
い
啓
蒙
意
識
が
儒
教
仮
名
抄
と
し
て
の
完
結
性
を
突
き
破
り
、
儒

教
仮
名
抄
と
い
う
分
類
意
識
を
押
し
退
け
て
、
各
巻
、
就
中
ふ
上
、
中
巻
と
下
巻
と
を

一
つ
に
組
み
合
せ
て
編
む
と
い
う
形
態
を
と
ら
せ
る
結
果
に
導
い
た
の
だ
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注（
１
）
「
日
本
思
想
大
系
別
『
中
江
藤
樹
』
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
七
月
刊
）

所
収
の
『
翁
問
答
』
に
よ
る
。
以
下
も
『
翁
問
答
』
か
ら
の
引
用
は
こ
れ
に
従
う
。

（
２
）
「
日
本
思
想
大
系
的
『
中
江
藤
樹
』
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
七
月
刊
）

所
収
解
説
（
山
下
龍
二
）
三
八
二
頁
。

（
３
）
和
辻
哲
郎
著
『
日
本
倫
理
思
想
史
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
二
十
七
年
刊
）
下
巻

第
四
章
「
江
戸
前
期
の
民
間
の
儒
学
」
四
○
七
頁
～
四
○
八
頁
。

（
４
）
『
翁
問
答
』
に
は
慶
安
二
年
板
と
同
三
年
板
と
あ
る
。
『
藤
樹
先
生
全
集
』
三

の
解
題
に
よ
る
と
、
慶
安
二
年
板
↓
天
保
二
年
本
㈲
、
天
保
二
年
本
⑧
の
系
統

と
、
慶
安
三
年
板
↓
同
四
年
本
↓
万
治
二
年
本
の
系
統
が
あ
り
、
改
正
篇
は
慶

安
三
年
板
系
統
と
天
保
二
年
本
㈲
、
⑧
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
が
知
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
何
物
語
』
の
作
者
は
、
こ
の
作
品
の
成
立
年
万
治
二
年
か
ら

推
し
て
、
慶
安
三
年
板
か
同
四
年
本
を
読
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

（
５
）
「
克
去
」
の
用
例
は
『
大
学
蒙
註
』
、
『
論
語
解
』
、
『
中
庸
続
解
』
に
も
見

出
す
。

○
格
物
ノ
功
ヲ
励
ミ
、
攪
雑
ノ
意
欲
ヲ
克
去
ト
キ
ハ
、
純
粋
精
一
ノ
至
善
二
復

ル
。
（
『
大
学
蒙
註
』
）

○
私
欲
二
克
去
テ
本
体
呈
露
ス
レ
バ
凡
心
即
仁
ノ
本
体
ナ
リ
。
（
『
論
語
解
』

顔
淵
篇
）
●
子
●
此

○
人
欲
ヲ
克
去
テ
良
知
二
致
ル
ト
キ
ハ
（
『
中
庸
続
解
』
）

こ
の
用
語
は
藤
樹
思
想
の
実
践
性
を
特
徴
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
『
何
物
語
』
の

作
者
は
、
あ
る
い
は
、
『
翁
問
答
』
以
外
の
藤
樹
の
著
述
に
接
し
て
い
た
可
能

性
を
、
こ
の
用
語
の
使
用
は
推
量
さ
せ
る
。

（
６
）
注
（
２
）
と
同
、
三
五
九
頁
～
三
六
○
頁
。

（
７
）
注
（
２
）
と
同
、
三
七
三
頁
～
三
七
五
頁
。

（
８
）
‐
注
（
３
）
と
同
、
四
○
八
頁
。

（
９
）
『
葬
倫
抄
』
が
『
性
理
字
義
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
は
玉
懸
博
之
氏
が
「
松
永

尺
五
の
思
想
と
小
瀬
甫
庵
の
思
想
Ｉ
『
葬
倫
抄
』
と
『
童
蒙
先
習
』
と
を
め
ぐ

っ
て
ｌ
」
（
「
日
本
思
想
大
系
塊
『
藤
原
慢
窩
林
羅
山
』
」
解
説
所
収
）
で

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
何
物
語
』
の
作
者
も
こ
の
両
書
の
関
係
は
気
づ
い
た
と

↓
考
え
ら
れ
る
。

（
蛆
）
『
葬
倫
抄
』
、
『
三
徳
抄
』
の
引
用
は
「
日
本
思
想
大
系
躯
『
藤
原
握
窩
林

昭和61年2月
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司捕 邦 夫

（
補
注
）
『
何
物
語
』
は
『
寛
文
十
年
刊
書
籍
目
録
』
仮
字
和
書
の
部
に
詞
何
物
語
、

熊
沢
了
海
」
と
載
る
の
を
初
め
と
し
て
、
『
寛
文
十
一
年
書
籍
目
録
』
も
同
記
載
、
『
延

宝
三
年
刊
書
籍
目
録
』
に
は
仮
字
和
書
の
部
に
「
一
葬
祭
弁
論
熊
沢
二
郎
八
」
の
隣

に
「
三
何
物
語
同
」
と
載
り
へ
『
貞
享
三
年
刊
』
、
『
元
禄
五
年
刊
』
、
『
延
宝
三

年
新
増
』
、
『
元
禄
十
二
年
刊
新
版
増
補
』
の
各
書
籍
目
録
、
ま
た
『
宝
永
六
年
正
徳

、
・
羅
山
』
・
」
所
収
に
よ
る
。

（
ｕ
言
注
（
２
）
と
同
、
四
五
四
頁
～
四
六
二
頁
参
照
。
Ｌ

篭
（
皿
）
；
；
『
何
物
語
』
五
常
の
項
目
の
，
「
仁
義
礼
智
乃
人
生
ハ
則
天
の
元
亨
利
貞
な
り
」

は
『
葬
倫
抄
』
の
誠
の
項
の
「
人
ニ
ロ
・
鶉
・
拙
・
智
・
億
ノ
五
鵠
プ
ル
ナ
リ
。

ジ
ャ
ウ
ス
ナ
ハ
子
ゲ
ン
ヵ
ゥ
リ
テ
イ
ナ
リ

》
天
ニ
ア
ッ
テ
ハ
五
常
則
元
・
亨
ｄ
利
竪
貞
也
」
に
拠
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

《
（
・
昭
）
注
（
９
）
，
参
照
。
↑

一
句
■

（
Ｍ
）
「
儒
宋
之
次
第
」
の
記
述
が
『
童
観
抄
』
‘
に
拠
る
例
と
し
て
伏
犠
八
神
農
、
黄

‐
帝
の
場
合
を
次
に
掲
げ
る
。

ろ
へ
、
』

。
○
伏
犠
．
。
：
『
何
物
語
』
ｌ
「
天
地
萬
物
乃
道
理
を
見
て
易
を
作
給
ふ
（
中
略
）

キ
ザ
ィ
．
１

在
位
百
十
年
と
あ
り
」
も
『
童
観
抄
』
Ｉ
「
伏
義
在
位
百
十
年
。
（
中
略
）
天

“
地
万
物
ノ
道
理
ヲ
見
テ
。
易
ヲ
ツ
ク
リ
。
：
：
」
。

か
，
文
７
、
Ｌ
や
う
惑
い

○
神
農
・
…
“
『
何
物
語
』
１
「
耕
作
商
買
乃
道
を
始
め
て
民
に
を
し
へ
草
木
を
な

い
や
〃
●
、

め
て
医
薬
を
し
ら
し
め
給
ふ
と
あ
り
在
位
百
四
十
年
也
」
・
［
童
観
抄
』
１
「
在

Ｉ
子

・
シ
ヤ
ウ
バ
ー

位
百
四
十
年
。
（
中
略
）
耕
作
事
ヲ
オ
シ
ヘ
。
市
ヲ
立
テ
。
商
買
ス
ル
コ
ト
ヲ

羊
ｌ
ケ

オ
シ
ヘ
・
草
木
ヲ
ナ
メ
テ
医
薬
ヲ
シ
ラ
シ
メ
。
・
：
．
」
・

せ
い
で
ん
ぱ
う
些
鼠
連
め
い
０
塁
γ
７
か
ん
〃
、
ハ
つ
〃
、
ふ
れ

○
黄
帝
…
・
『
何
物
語
』
ｌ
「
井
田
の
法
を
定
衣
裳
干
戈
を
作
り
亦
舟
を
作
り
し

令
切
・
グ
や
″
一
Ｊ

め
て
」
・
》
『
童
観
抄
』
ｌ
「
爽
撫
ヲ
ツ
ク
リ
。
干
戈
ヲ
作
リ
テ
。
（
中
略
）
又

．
ｆ

七
ｆ
デ
・
グ

舟
ヲ
ツ
ク
リ
テ
。
初
テ
ノ
ル
。
井
田
ノ
法
モ
ッ
ク
レ
リ
。
」
。
『
童
観
抄
』
の

舟
ヲ
ツ
ク
リ
テ
。
初
テ
ノ
ル
。
井
田
ノ
法
子

（
妬
）
一
例
を
次
に
挙
げ
る
。
‐

寺

『
何
物
語
』
の
「
官
と
位
と
相
当
な
れ
ば
先
官
次
に
位
を
書
な
り
た
と
へ
ば
中

納
言
と
云
官
ハ
従
三
位
乃
佐
に
相
当
な
り
価
官
上
に
あ
り
左
大
辨
従
四
位
上
大

溌
猫
慾
餡
雌
蕊
謙
灘
艦
緤
謹
塔
醐
跳
舘

左
大
辨
従
四
位
上
大
弁
者
而

ヲ

位
下
官
也
。
・
自
余
以
芝
可
知
」

位
ナ
ラ
パ
先
官
次
二
位
ヲ
可
譽
。
中
納
言
従
三
位
中
納
言
者
従
三
位
官
也
。

Ｊ

左
大
辨
従
四
位
上
大
弁
者
四
位
上
之
官
也
。
左
小
弁
正
五
位
下
少
弁
者
子

少
弁
者
五

引
用
は
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
に
よ
る
。

に
よ
る
。

五
年
』
の
書
籍
目
録
も
同
記
載
で
あ
る
。
以
上
の
書
籍
目
録
に
従
う
限
り
、
『
何
物
語
』

の
作
者
は
熊
沢
了
海
、
熊
沢
二
郎
八
、
つ
ま
り
、
『
葬
祭
弁
論
』
の
作
者
熊
沢
蕃
山
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
『
何
物
語
』
初
版
奥
付
の
作
者
名
を
信
頼
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
し
、
現
在
の
蕃
山
学
に
お
い
て
も
彼
の
著
述
と
認
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ

う
な
錯
誤
の
起
っ
た
原
因
は
中
巻
の
『
翁
問
答
』
の
受
容
と
そ
れ
に
基
づ
く
排
仏
論
と

儒
法
に
よ
る
葬
祭
論
に
あ
‐
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
蕃
山
が
藤
樹
学
の
継
承
者
で
あ
り
、
そ

の
彼
が
寛
文
七
年
に
『
葬
祭
弁
論
』
を
刊
行
し
た
こ
と
が
蕃
山
に
『
何
物
語
』
の
作
者
を

擬
し
た
理
由
で
あ
っ
た
ろ
う
。
事
実
、
蕃
山
自
身
『
集
義
和
書
』
（
寛
文
十
二
年
）
初

刊
本
の
中
で
、
彼
の
著
作
に
擬
せ
ら
れ
た
所
謂
偽
書
の
仮
名
書
が
多
か
っ
た
こ
と
を
、

『
五
倫
書
』
の
蕃
山
の
名
に
擬
し
た
偽
書
で
あ
る
こ
と
を
例
に
挙
げ
て
、
「
其
外
我
等

の
名
も
し
ら
ぬ
書
に
、
我
等
の
作
と
申
が
多
き
よ
し
承
候
。
又
我
等
の
作
と
申
候
も
無

余
義
と
存
候
ほ
ど
よ
く
似
た
る
も
有
芝
候
。
我
等
の
書
物
を
朝
夕
見
て
取
用
た
る
こ
と

た
る
べ
く
候
。
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
葬
祭
弁
論
』
の
論
述
と
比
較
し
て
み

る
と
、
『
何
物
語
』
の
葬
祭
論
は
蕃
山
の
論
と
は
似
る
べ
く
も
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ぽ

Ｉ
．

な
ら
な
い
。

な
お
、
『
何
物
語
』
か
ら
の
引
用
は
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
本
に
よ

っ
た
。

（
Ｓ
・
帥
・
岨
・
略
）
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